
最
新
の
高
度
な
公
害
防
止
設
備
を
採
用

平成３年11月から建設していた、市内で３番目

の清掃工場「和名ケ谷クリーンセンター」が完成

し、本格稼働を開始しました。

既存の施設の老朽化と年々増加するごみ処理対

策として、１日当たり300トン（100トン炉３基設

置）のごみ処理能力を持つ最新の公害防止対策を

採用した清掃工場です。

固和名ケ谷クリーンセンターQ92-1118 番

安

定

し

た

ご

み

の

処

理

を

図

っ

て

い

く

た

め

に

市
で

は
増
え
続
け

る
ご
み
に
対
応

す
る
た
め
、
昭
和
5
3年
か
ら
ご
み
の

分
別
収
集
を
開
始
し
、
平

成
２
年
に

は
ご
み
を
減
ら
す
課
を
設
置
し

气

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
努
め
て

き
ま
し

た
。

市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
、
近
年
の
ご
み
の
量
は
前

年
度
と
比
較
し
て
低

い
伸
び
率
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
効
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。

し

か
し
、
燃
や
せ

る
ご
み
の
排
出

量
は
現
在
、
一
日
約
二
百
九
十

二

に
も
達
し
、
な
お
も
わ
ず
か
な
が
ら

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
燃
や
せ
る
ご
み
は
、
六

和
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
昭
和
4
1年

建
設
）
と
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
昭

和
５５
年
建
設
）
の
二

つ
の
清
掃
工
場

で
処
理
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
、

六
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
で
は
、
将
来
的
に
も
安

定
し
た
ご
み
処
理
を
図
っ
て

い
く
た

め
、
和
名
ケ
谷
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し

ま
し
た
。

敷地面積　24,646rrf

建築面積　5,646rTf

建　　 物　地上４階地下３階

対象ごみ　燃やせるごみ

処理能力　24時間連続焼却式

１日当たり300トン

(100トン炉３基設置)

建設費　247億２千万円

有害物質を除去するバグフィルター

最

新

の

公

害

防

止

対

策

と

環

境

保

全

を

重

視

完
成
し
た
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
①
環
境
へ
の
調
和
②
安

定
処
理
・
低
公
害
③
省
エ
ネ

ー
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
④
ア
メ
ニ
テ
ィ
化
の

追
求
と
い
う
四

つ
の
基
本
理
念
を
掲

げ
、
最
新
技
術
を
集
め
、
周
辺
環
境

の
保
全
と
公

害
防
止
を
最
優

先
に
配

慮
し

た
、
人
と
環
境
に
や
さ
し

い
清

掃
工
場
で
す
。

建
物
は
高
層
化
を
避
け
る
た
め
、

清
掃
工
場
と
し
て
は
日
本
で
初
め
て

半
地
下

構
造
を
採
用
。
さ
ら
に
清
掃

工
場

へ
出
入
り
す

る
収
集
車
、
灰
運

搬
車
の
騒
音
や
振
動
を
防
止
す
る
た

め
の
地
下

専
用

道
路
を
設
け
る
な
ど
、

周
辺
地
域
の
景
観
や
環
境
を
重
視
し

ま
し

た
。

ご
み
焼
却
に
は
、
排
ガ
ス
・
排
水
・

悪

臭
な
ど
の
汚
染
物
質
の
発
生
を
抑

制
す
る
こ
と
を
第

一
に
、
ま
た
万
一

発
生
し

た
場
合
も
、

バ
グ
フ
ィ
ル
タ

ー
、
湿
式

ガ
ス
洗
浄
装
置
、
触
媒
脱

硝
装
置
な
ど
、
最

新
の
高
度
な
除
去

技
術
を
取
り
入
れ
、
公
害
対
策
に
は

万

全
を
期
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

ご
み
の
焼
却
熱
を
利
用
し

た
発
電
設
備
を
備
え
、
工
場
内
の
電

力
を
賄
う
ほ
か
、
給
湯
や
冷
暖
房
、

工

場
隣
接
地
に
建
設
中
の
利
便
施
設

に
も
熱
供
給
し
、

ご
み
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
有
効
に
活
用
し

ま
す
。

排出ガスの測定結果〈煙突出口〉

項目　区分 和名ケ谷クリーン
センター基準値

１号炉 ２号炉 ３号炉

ぱ　い　じ　ん 巳/Nm3 0.01　 以下 0.001未満 0.00誅満 0.001未満

硫 黄 酸 化 物 匹 10　　 以下 2.2 ２　　未満 ２　　未満

窒 素 酸 化 物 匹 50　　 以下 29 36 30

塩化水素 DDm 10　　 以下 0.9 未満 0.9　未満 0.9　未満

水　　　　 銀 瑶/Nm3 0.05　 以下 0.0034 O｡004未満 0.004未満
ダイオキシン類 n8/Nm3 0.5程度以下 0.10 0.20 0.05未満

※ＰＰＭとは百万分率で成分や濃度を示す単位です。特に大気汚染の濃度を表す場合に多く用

いられます( 例１扉とは米つぶ100万個の中に黒い 米つぶが１個 混入しいてることを示しま

す)。
∩巳と はIC}億分の１を表す単位で10億∩巳がＩＫ８です｡Ｎｍ３のＮは排ガスを温度O °C、1 気圧
の状態に換算したことを示します。

国

の

基

準

よ

り

厳

し

い

環

境

基

準

を

設

定

和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
汚
染
物
質
の
規
制
基
準
を
国
の

基
準
値
よ
り
も
厳
し
い
数
値
に
設
定

し
ま
し
た
。
例
え

ば
、
排
ガ
ス
類
に

つ
い
て
国

の
基
準
値
と
比
較
す

る
と
、

ば
い
じ
ん
は
十
分
の

Ｉ
、
硫
黄
酸
化

物

は
六
分
の

Ｉ
、
窒
素
酸
化
物
は
五

分
の

Ｉ
、
塩
化
水
素
は
四

十
三
分
の

一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て

は
、
厚
生
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
適

用
し
ま
し
た
。

市
で
は
今
年

の
４
月
か
ら
、
本
格

稼
働
を
前
に
試
運
転
を
開
始
し
、
和

名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
性
能

検
査
を
㈱
日
本

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

に
依
頼
し
ま
し

た
。

検
査
の
結
果

、
市

が
求
め
て

い
る

焼
却
能
力
、
公

害
防
止
基
準
値

な
ど

が
十
分
に
達
成
さ
れ
（
参
考
・
排
ガ

ス
測
定
結
果

右
表
）
、
安
全
性
・
安
定

性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
本
格

稼
働
を
開
始
し
ま
し

た
。

工

場
隣
接
地
に
建
設
中
の
利
便
施

股
（
温

水

プ
ー
ル

、
体
育
館
、
室
内

ゲ

ー
ト
ポ

ー
ル

楊

な
ど
）
も
来
春
の

完

成
に
呀

け
、
順

調
に

進
ん
で
い

ま
す
。

人口と世帯

464,日53人

236,319人

228,534人

175,505世帯

人口

男

女

世帯

主な内容

公文書公開制度スタート

から半年

秋の火災予防運動を実施

皆さんの健康を守ります

市立病院

情報チャンネル

街の話題

松戸神社古式神幸祭ほか

和名ケ谷クリーンセンター

完成

施設の概要

お気軽にご相談ください　11月の相談あんない

相 談 名　　 期　　 日　　　　 時　　 間　　　 会　 場

法律
毎週火･木､第2･4月曜日 午後１時～５時

市 役所

相 談

コ ーナー

第1 月 曜日 午前９時～正午

税務

第 ２金曜日 午後１時～５時

登記 第 ３金曜日 午後１時～４時30分

行政 第2 ・第４月曜日 午後１時～３時

住宅 毎 週水曜日 午前10時～午後４時

交 通事故･

市政・一般
月～ 金曜日 午前8時30分～午後5時 市民相談 室

(来月は12/ 1 啻)

午前10時～午後３時

常盤平支所

７(火) 小 金支所

10啻 小金原支所

14(火) 馬 橋支所

17啻 六実支所

21(火) 新松戸支所

24啻 矢 切支所

28(火) 東 部支所

就学相談

月～金曜日
午前９時30分～正午

午後１時30分～５時

教育研究所

Q66-7461 番教育相談

圜

市
　

民
　

相
　

談
　

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す

国

民

年

金

課

適

用

係

※
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

人
権
相
談

心
配
ご
と
相
談

の
日
は
心
配
ご
と
相
談
の

み

相談名 期　　　日 時　　　間 会　　場

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S63-6E7 日番）でも行っています。
商人よろず

相談

15祟 午前10時～午後４時
市役所相談
コーナー

融商
資工係課

労働相談

第１・３月曜日 午後１時～５時 労商
政工
係課

女性就業相談

水・金曜日 午前10時～午後４時 女性センター

※労働相談は柏労働基準監督署(Q0471 -63-0245番）でも行っています。
消費生活

相談

月～金曜日 午前９時～午後４時
消費生活センター

S65-6565 番
ゆうまつど

こころの相談

第１～第３月曜日 午前10時～午後４時

女性センター

S63-0505 番
第４月曜日 午後１時～７時

女性パート
労働等相談 毎月第２火曜日 午後1時30分～4時30分

相談はすべて無料です。☆E｢]の相談は予約笳お願いします。

第２～ 第４金曜日

午前10 時～午後 ３時

赧 利 談]-ﾅｰ

⑥(月) 馬橋支所

(?睨 六実支所

７(火) 小金支所

⑩祟 常盤平支所

(皿 小鐐 眠ｾﾝﾀｰ

(寫樹 鮪 戸赧ｾﾝﾀｰ

八
権
相
談
＝
援
護
課
庶
務
係

心
配
ご
と
＝
社
会
福
祉
協
議
会

登
6
8・
0
5
0
3

番

巡
　
回
　
年
　
金
　
相
　
談



都市計画、予算に関するものなど
全部で13件の開示請求

皆
さ
ん
の
市
政
参
加
を
よ
り
一

層
進
め
、
よ
り
開
か
れ

た
市
政
の
実
現
の
た
め
に
、
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
公
文
書
公
開
制
度
。
こ
こ
で
半
年
間
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

固
文
書
課

半

年
間
の

公

文
書
の

開
示

請

求
・
申
し
出
は

都
市
計
画

、
予
算

配
分
・
執
行
状
況
、
市
政
モ
ニ
タ

ー
や
教
育
委
員
会
会
議
な
ど
に
関

す
る
も
の
で

、
全
部
で
十
三

件
。

対
象
と
な
っ
た
公
文
書
は
十
七
件

で

す
。

こ
の
う
ち
、
全
部
開
示
が
四

件
、

一
部
を
除
い
て

開
示

二

部
開
示
）

五

件
、
非
開
示

が
八
件
あ
り
ま
し

た
。非

開
示
の
う
ち
五
件
は
、
対
象

に
な
る
公
文
書
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
ほ
か
の

非
開
示
・
一

部
開
示
の
も
の
は
、
個
人
に
関
す

る
保
護
す
べ
き
情
報
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
た
た
め
、
開
示
す
る
こ

と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

。

市
で
は
今
後
、
公
文
書
公

開
制

度
の
目
的
で
あ
る
「
市
民
の
皆
さ

ん
へ
の
『
情
報
提
供
』
」
に
力
点
を

お
い

た
行
政
施
策
を
積
極
的
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
刊
行
物
な
ど
の
充
実
や
、

各
課
で

実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ

い
て

も
、
よ
り
一
層
の
情
報
提
供

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

あ
な
た
の
建
て
る
を
応
援
し
ま
す

優
良
建
築
物
等
整
備
事
業

補
助
制
度
が
ス
タ
ー
ト

11 月12 日(日)

｢医療と福祉」in高塚'95フェ スタ

地域と歩む福祉医療センターが

創立記念祭を開催

市
街
地
の
再
開
発
を
行
う

事
業

に
は
、
北
小
金
駅
南
口
地
区
の
よ

う
な
法
定
の
市
街
地
再
開
発

事
業

と
民
間
か
行
う
任
意
の

再
開
発
事

業
が
あ
り
ま

す
。
法
定
の
再
開
発

事
業
は
、
規
模
が
大
き
く
各
種
の

法
的
手
続
き
も
必
要
な
た
め

、
市

街
地
の
再
開
発
を
す
べ
て

カ
バ
ー

す
る
こ

と
は
不
可
能
で

す
。

市
で
は
、
市
街
地
住
宅
の
供
給

ほ

や
空
き
地
等
を
確
保
し
て
、

む

市
街
地
環
境
の
整
備
を
進
め

る
た
め
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
民
間
の
建
築
活
動
を
支
援
す

住宅金融公庫など

福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
東
松
戸

病

院
が
高
塚
新
田
に

オ
ー
プ
ン
し
て

、

二
回
目
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た

。

こ

れ
を
記
念
し
て

、
創
立
記
念

る

制

度

を
ス

タ

ー
ト

さ
せ

ま
し

た

。

次
の

要

件

を

満
た

す

建

築

計
画

や

土

地
利

用

計
画

を

お

持

ち

の
人

は

、

ご
相

談

く

だ

さ
い

。

地

区
面

積
・・
・
原

則
と

し

て

千
平

方

肩
以

上

地

区

要
件
・
・・
一

定

規
模

以

上

の

空

き

地

お
よ

び

接

道
の

確
保

施

行

者
・
：
二

人
以

上

の

地

権

者

に

よ

る

共
同

事

業

等

階

数

…
地

上

三

階
以

上

構

造

…
耐

火

ま

た
は

準

耐

火

建

築

物補

助

対

象

…

調

査

設

計

計

画

費

・

土

地

整
備

費

・

共
同

施
設

整

備

費

の

一

部

補

助

率
・
：
国

＝

三

分
の

一

、

県

上
（

分

の

Ｉ
、
市

上
（

分

の

Ｉ
、

合

計

三

分
の

二

固

再

開

発

課
再

開

発

係

行
事
を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ

っ
て

ご
来
場
く
だ
さ
い

。

固
福
祉
医

療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病

院
総
務
課
昔
9
1・
5
5
0
0

番

時　　　間 内　　　　　　　 容

午前９時45分

～11時

パネルディスカッション

｢今病院に求められるもの｣

午前們時旬分

～午後Ｏ時10分

記念講演

｢これからの医療・これからの病院｣

講師…宮城県涌谷町

町民医療福祉センター

センター長・前沢　政次氏

午後Ｏ時30分

～３時

健康相談

(高血圧や糖尿病などの成人病)

介護指導・相談

(高齢者の介護について)

施設見学ツフフー

触れ合い体験ツフフー

各種チャリティー・バザー

模擬店

会場…福祉医療センター東松戸病院（５ページ参照）

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
二
十
五
　
口
臭
に
つ
い
て
②

前
回
は
口
臭
全
般
の
お
話
を

し
ま
し
た

。
今
回
は

、
口
の

中

に
原
因
の
あ
る
口
臭
に
つ
い
て

具
体
的
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
口
臭
の
原
因
の

最
も
大
き
な
も
の
は
口
の
中
の

汚
れ
で

す
。
食
物
残
渣
（
ざ
ん

さ
）
、
い
わ
ゆ
る
食
べ
か
す
を
、

口
の

中
に
い
る
い
ろ
い
ろ
な
細

菌
が
分
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

、

悪
臭
の
も
と
に
な
る
揮
発
性
硫

化
物
や
タ
ン
パ
ク
質
分
解
産
物

が
作
ら
れ
、
口
臭
と
な
る
わ
け

で
す
。
い

わ
ゆ
る
歯
垢
（
こ
う
）

の

中
に
は
驚
く
ほ
ど
た
く
さ
ん

の

細
菌
が
す
ん
で
い
て

、
食
べ

か

す
を
養
分
に
ど
ん
ど
ん
歯
垢

を
作
っ
て
い

ま
す
。
同
じ
も
の

が
舌
に
つ

い

た

も
の

を
舌

苔

（
ぜ
っ
た
い
＝
舌
に
つ
い
た
コ

ケ
）
と
い
い

、
こ

れ
も
同
じ
よ

う
に
口
臭
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

歯
垢
は
、
細
菌
に
よ
っ
て
食

べ
か
す
が
分
解
さ
れ
て

作
ら
れ

た
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
と
細
菌
と

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
か

い
な
こ

と
に

、
そ
の
な
か
に
デ

キ
ス
ト
リ
ン
と
い
う
水
に

溶
け

な
い
成
分
が
多
量
に
存
在
し
、

ス

プ

レ

ー

塗

料

に

ご
注

意

を

ア
サ

ビ
ペ
ン
ニ
ュ
ー
ス

プ
レ
ー

と
ミ
ニ
ス
プ
レ

ー
の
ブ
ラ
ッ
ク

ー

ツ
ヤ
消
し
ブ
ラ
ッ
ク

ー
チ

ョ
コ
レ

ー
ト
は
、
製
造
後
五
、
六
年
を
経

過
す
る
と
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り

歯
垢
を
包
み
込
む
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で

す
。
テ
レ

ビ
の
コ

マ

ー
シ
ャ
ル
で
「
酵
素
の
力
で

分
解
」
な
ど
と

言
っ
て
い
ま
す

が
、
試
験
管
の

中
と
違
っ
て
そ

う
簡
単
に
分
解
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
よ
う
で
す
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
（

ブ
ラ

シ
な
ど
の
機
械

的
な
力
で

か
き
と
る
以
外
に

、

歯
垢
を
除
去
す
る
効
果
的
な
方

法
は

残

念
で

す
が

あ
り

ま
せ

ん
。
ま
た
、
歯
石
が
つ
い
て
い

た
り

、
虫
歯
が
あ
っ
た
り
す
る

と
、
そ
の
部
分
に
た
ま
っ
た
汚

れ
を
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
の

で

、
い
く
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を

頑
張
っ
て

も
口
臭
が
消
え
な
い

と
い
う
こ

と
に

な
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
入
れ

歯
の
汚
れ
も
全
く
向
じ
で

口
臭

の
原
因
に
な
り
ま
す
。こ

れ
は
、

洗
浄
剤
を
使
え
ば
簡
単
に
取
る

こ

と
が
で
き
る
の
で
問
題
は
な

い
で
し

ょ
う
。

口
の

中
に
原
因
の
あ
る
口
臭

は
、
比

較
的
治
り
や
す
い
事
が

多
い
の
で
、
気
軽
に

歯
科
医
院

で

ご
相
談
く
だ
さ
い

。

（

松
戸
歯
科
医
師
会
）

ま
す
の
で

、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

メ

ー
カ
ー
〔
㈱
ア
サ
ヒ
ペ
ン

昔

０

１
２

０

・
３
０

７

・
４
４
７

番
〕
で
回
収
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
持
ち
の
人
は
連
絡
を

問
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

公
文
書
公
開
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
公
文
書
を
見
た
い
」「
こ

う
い

う

情

報
を

提
供
し
て

も

ら
い
た

い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
に

関
す
る
相
談
・
受
け
付
け
は
、
市

役
所
別
館
一
階
の
行
政
資
料
セ
ン

タ
ー
に
殷
殷
し
た
「
公

文
書
公
開

コ

ー
ナ
ー
」
で
行
っ
て
い

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
公
文
書
公
開
制
度
の
仕

組
み
や
手
続
き
を
分
か
り
や
す
く

説
明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
、
市

役
所
・
各
支
所
な
ど
の
公

共
施
設

に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で

、
ご
覧

く
だ
さ
い

。

公文書公開制度スタートから半年

市街地の計画的な

整備に貢献します

l魅力的な街並み

づくりへの寄与

近隣環境の

向上への寄与

|良 好な住宅の供給

公共施設への貫献

オープ ンス ペースの 提供

:税制上の優遇が可能:



日

月
９

日
～
1
5日

建物火災65件

火災の件数

その他の火災
37件

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
展
開

死者６人

負傷者15人

毎
年
、
火
災
に
よ
っ
て
尊
い
命

が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
市
内
で
発
生
し
た
百
二

十
一
件
二

月
～

九
月
）
の
火
災
に

よ
り
、
消
火
に

気
を
取
ら
れ
て
逃

げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
っ
た
人
、
お

年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
、
そ

し
て
小
さ
な
命
ま
で

も
奪
わ
れ
て

し

ま
い
ま
し

た
。

松

戸

市

観

光

協

会

ロ
ゴ

マ

ー

ク

が

決

ま

り

ま

し

た

市
民
に

親
し
ま
れ
、
松
戸
の
観

光
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
、

す
て
き
な
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
募
集
に

車両火災
18件

林野火災１件

今年の火災は121件

こ
う
し
た
災
害
弱
者
と
い

わ
れ

る
人
た
ち
の
焼
死
は
、
一
向
に

減

る
傾
向
に
あ
り
ま
せ
ん
。
（

ン

デ

を
背
負
っ
た
人
た
ち
が
安
全
に
迅

速
に
避
難
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら

よ
い
の
か
、
家
族
を
は
じ
め
近
所

の
皆
さ
ん
で

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
局
救
急
防
災
課
・一一
6
3・
1

1
1
1

番

合

併

処

理

浄

化

槽

の

設

置

に

費

用

の

一

部

を

補

助

河
川

浄
化
の
た
め

、
市
で

は
し

尿
と
台
所
等
の
雑
排
水
を
処
理
す

る
合
併
処
理
浄
化

槽
（
変
則
合
併

処
理
浄
化
槽
）
を
設
置
す
る
人
に
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

補
助
対
象
地
域
・：
初
富
飛
地
・

串
崎
南
町
の
全
部
と
五
香
六
実
、

日
暮
、
松
飛
台
、
串
畸
新
田
、
紙

敷
、
和
名
ヶ
谷
、
河
原
塚
、
大
橋
、

秋
山
、
高
塚
新
田

、
小
金
、
幸
田

、

幸
田
三
丁
目
、
平
賀
、
東
平
賀
、

根
木
内

、
栗
ケ
沢
、
金
ヶ
作
、
千

駄
堀
、
八
ヶ
崎
四
丁
目

、
中
和
倉
、

上
本
郷

、
松
戸
新
田

、
七
右
衛
門

新
田

、
旭
町
、
主
水
新
田
、
栄
町

西
、
小
山

、
上
矢
切
、
中
矢
切
、

119

番
は
落
ち
着
い
て

か
け
ま
し
よ
う

市
内
で
か
け
た
１
１
９

番
は
、

す
べ
て

消
防
局
の
指
令
管
制
室
に

つ
な
が
り
、
指
令
管
制
員
が
通
報

内
容
を
聞
い
て
、
最
寄
り
の
消
防

11月9日は

119番の日

署
や
消
防
車
・
救
急
車
に
指
令
を

出
し

ま
す
。

火
事
や
救
急
の
と
き
は
、
左
記

の
要

領
で
通
報
し

ま
し
ょ
う
。

ら
れ
ま
す
。

補
助
金
の
限
度
額
＝・
左
上
表
の

と
お
り

補
助
の
申
請
・：
事
前
に
手
続
き

が
必
要
で

す
。

固
生
活
環
詭
課
生
活
環
境
係

パ

ー

ト

タ

イ

ム

雇

用

管

理

改

善

セ

ミ

ナ

ー

い
1
1
1
1

一
月
９

日

團

午

後
１

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分
　

会

場

千

葉

県

教
育

会

館

♀

葉

市

中
央

区

中

央

）
　
対

象

事
業

所

の
人

事
労

務

担

当
な

ど

内

容

講
演
「
こ

れ

か
ら

の
パ

ー
ト

活

用

策

あ

れ
こ

れ
」
、
パ

ー
ト

助

成
金

、

育
児

・
介

護
休

業

法

の

説
明

な

ど

匣

電

話
で

千

葉
婦

人

少

年

室

容
0
4
3

・
2
2
1・
９（
ＩＱ
り
０

７

番

へ

他人に迷惑かけてませんか？

あなたのペット君

赤

十

字

防

災

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

説

明

会

1
2月

９

日
出

・
1
0
日

㈲

（
ど

ち

ら

か
一

日

）
、
各
午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分
　

会
場

日

本

赤

十
字

社

千

葉
県

支

部

（
千

葉

市

）
　
　
費

用

無

料

匣
1
1
1
1

一
月
3
0
日

團
ま

で

に

、
（

ガ
キ

に

住

所
・
氏

名
・
電

話

番

号
・
赤

十

字

防
災

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

説

明
会

希

望
（
希
望

日

も

）
と
記

入
し

て

、

〒

2
6
0
千

葉
市

中

央
区

千

葉

港
四

－

一

日

本

赤
十

字

社
千

葉
県

支

部

救
護

福
祉

課
（

一`
0
4
3
・
2
4
1
・
7
5
3
1

番
）へ

看

護

職

員

再

就

職

相

談

一
1
1
1
1

一
月
1
5
日

圉

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時
　

会

場

松

戸

保
健

所
　

費
用

1
1
1
1

一
月

は

「
動

物
に

よ

る

危

害
防

止

対

策
強

化

月

間
」

で

す

。

生
活

に

潤
い

を
与

え
て

く

れ
る

犬
や

猫

な

ど

の

ペ
ッ

ト

は

、
ル

ー

ル

を

守
っ
て

飼
い

ま

し

ょ

う

。

○

一

度
飼

っ

た

動

物
は

最

後

ま
で

責

任
を

持

ち

ま
し

ょ
う

。

飼
え

な
く

な

っ

た

場
合

で

も

捨
て

た

り
し

な

い
で

、

次
の

飼

い

主
を

探
し

て

く

だ

さ
い

。
ど

う
し

て

も
見

つ

か

ら

な
い

と

き

は

保

健

所
へ

相

談

し
て

く

だ

さ

い

。

○

犬
の

放
し

飼
い

は

や

め

ま

し

ょ

う

。

○

犬
の
フ
ン
は

飼
い

王
が

責
任
を

持

っ
て

始

末

し

ま
し

ょ
う

。

犬

舎

は

清
潔

に

保

ち

、
悪

臭

や

虫
の

発

生
を

防

ぎ

ま
し

ょ
う

。

ま

た

、

無
料

問
千
葉
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ

ー
登
0
4
3

・
2
4
7
・
ｇ
χ
ｊ
７
１

番

東

葛

飾

地

区

政

治

学

級

1
2月
２

日

出

午

後
１

時
～
４

時

3
0分
　

会
場

麗

澤

大

学

（
柏

市

）

内

容

講

演

①
麗

澤

大

学

教
授

・

岸

本

弘

一

氏

「
国

民

は

お
の

れ

に
ふ

さ

わ
し

い

政

治

し

か

持
て

な

い

」

②
ｓ

Ｆ

作
家

・

石

川

英

輔
氏

「
大

江

戸

テ

ク
ノ

ロ

ジ

ー

事

情
」
　

定

員

三

百
人

（
抽

選

）
　

費
用

無

料

圃
六
１１
月
2
0
日

㈲

ま
で

に

、
（

ガ

キ

に

住

所
・
氏

名
・
年

齢
・
性
別
・
電

話

番

号

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

小

根

本
七

東

葛

飾

支

庁

総
務

課

企

画

係

（
｀
一
6
1・
2
1
7
5

番

）
　へ

鳴
き
声
で
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
つ
け
ま
し

ょ
う
。

○
子

ど
も
を
増
や
す
つ
も
り
の
な

い

大
や
猫
に
は
、
不
妊
手
術
を

お
勧
め
し
ま
す
。

○
猫
は
、
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ

う
に
飼
い

ま
し

ょ
う
。

※

犬
の
登

録

制
度
の

改
正
に

よ

り
、
登
録
は
生
涯
一
度
に
な
り

ま
し

た
が
、
狂
犬
訶
予
防
注
射

は
従
来
ど
お
り
、
毎
年
受
け
て

く
だ
さ
い

。

※
条
例
で
「
危
険
な
動
物
」
に
指

定
さ
れ
て
い
る
サ
ル
や
ヘ

ビ
な

ど
を
飼
う
場
合
は
、
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
。

固

松
戸

保
健

所

食
品

衛
生
課

昔

6
1・
９
口ｌ
（
／`
１
番

飼 い 犬 の し つ け 教 室 を 開 催

日時…11月22日團午後１時30分から

会場…松戸保健所

内容…犬の訓練士・獣医師による講

話と相談

定員…先着20人

圉電話で松戸保健所R61 ―2121番へ

女
性
フ
ォ

ー
ラ
ム

日　　　時 会　　　場 内　　　　容 費用

11/11圉
昌
昌
れ

１時
訖
皙
ら

六実

市民センター

｢個性が輝く社会をめ

ざして一慟く．ボラン

ティ凡 地域参加一｣

女性の学習情報をつな

ぐ会代表・

西山 恵美子氏

無

料

‘18圉
新松戸

市民センター

25出 市民劇場

「輝く私が社会を変え

る」元東京都副知事・

金平 輝子氏

惠

電
話
で
女
性
セ
ン
タ
１
容
6
4

只
）７
７
（

）`番
へ

新

年

の

あ

い

さ

つ

は

年

賀

名

刺

交

換

で

年
賀
名
刺
は
、
名
簿
式
の
小
冊

子
に
申
込
者
の
職
業
（
ま
た
は

職

名
）、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

印
刷
し

、
年
初
め
に

申
込
者
に

送

る
も
の
で
す
。

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
者
　

費

用
七
百
円

圉
一Ｈ
月
1
7日
窗
ま
で
に
、
申
込

書

に
費
用
を
添
え
て

、
直
接
秘
書
課

ま
た
は
各
支
所
へ

固
秘
書
課

9
6年

版

県

民

手

帳

を

販

売

し

ま

す価

格

ポ
ケ

ッ

ト

版
＝

一
部

三

百

五

十

円

、

中
型

版

＝

一

部
五

百

五

十
円

圃
肖

１１一
月
1
0
日

窗

ま
で

に

、
電

話
で

総
務

部

庶

務
課

統

計

係
へ

森

の

ホ

ー

ル
2
1
の

休

館

日

を

変

更

し

ま

す

平
成
８

年
１
月
1
5日

㈲
は
成
人

式
の
た
め
開
館
、
1
6日

㈹
は
臨
時

休
館
し
ま
す
。

固
森
の
ホ
ー
ル
2
1容
8
4・
5
0
5

0
番

中

小

企

業

設

備

近

代

化

資

金

を

ご
利

用

く

だ

さ

い

県
で
は
中
小
企
業
経
営
者
が
経

営
合
理
化
の
た
め
機
械
・
設
備
を

導
入
す
る
場
合
、
無
利
子
で
資
金

を
融
資
し
ま
す
。

貸
付
限
度
額
貸
付
対
象
設
備
額

の
二
分
の
一
以
内
で

、
四
千
万
円

ま
で
　

利
率
無
利
子
　

返
済
方
法

一

年
据
置
き
四

年
以
内
の
均
等
返

済
　
連
帯
保
証
人
個
人
企
業
二
人

以
上

、
法
人
企
業
三
人
以
上

※
な
お
、
国
や

県
の
融
資
説
明
会

を
1
1月
2
8日
㈹
午
後
１

時
～
４

時
3
0分
ま
で

、
メ
デ
ィ
ア
パ

ー

ク
市
川
（
昔
2
0・
3
3
3
4

番
）

で

行
い
ま
す
。

醴
東
葛
飾
支
庁
商
工
労
政
課
容
6
1

・｛
‥乙
１
１
［
Ｄ
番

町

名

地

番

が
変

わ

り

ま
し

た

1
0月
2
8日
出
か
ら
五

香
六
実
地

区
の
一

部
の
町
名
地
番
が
変
わ
り

ま
し
た
。

五
香
六
実

の

一
部

変
更
地
区

五

香
南
｛

丁

目

五

香
南
二
丁

目

五

香
南
三
丁

目

新
　

町
　

名

醴
総
務
部
庶
務
課
町
名
整
備
係

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

幵一
月
９
日
困
午
後
１

時
3
0分
か

ら
　

会
場
教
育
委
員
会
五

階
会
議

室覬

教
育
委
員
会
総
務
課
昔
6
6・
7

4
6
0

番

古

物

営

業

法

が

改

正

さ

れ

ま

し

た古
物
営
業
法
が
改
正

さ
れ
、
1
0

月
1
8日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た

。

現
在
、
許
可

を
取
得
し
て
い
る
人

は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
必
ず
営
業
所
ご
と
に
管
理

者
を

選
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

管
理
者
を
選
出
し
て
い

な
い
人
は
、

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

。

②
許
可
の
単
位
が
都
道
府
県
単
位

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
県
内
に
二

つ
以
上
の
営
業
所
の
あ
る
人
は

、

新
許
可
証
の
交
付
を
受
け
て

く
だ

さ
い

。

③
金
券
類
も
古
物
営
業
法
の

対
象

に
な
り
ま
す
。
現
在
金
券
シ
ョ
ッ

プ
を
営
ん
で
い

る
人
で

、
許
可

を

取
得
し
て

い
な
い
人
は
許
可

申
請

を
し
て
く
だ
さ
い

。

④
行
商
の
許
可

制
度
は
廃
止
に

な

り
ま
し
た
が
、
従
業
者
に
行
商
を

さ
せ
る
と
き
は
、
「
行
商
従
業
証
」

を
作
成
し
、
携
帯
し
て
く
だ
さ
い

。

⑤
現
在
掲
示
し
て
い
る
許
可
の

表

示
札
は
、
当
分
の

間
そ
の
ま
ま
使

用
で
き
ま
す
が
、
新
し
い
様
式
の

標
識
（
許
可
の
表
示
札
）
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

茴
松
戸
警
察
署
生
活
安
全
課
登
6
9

・
0
1
1
0

番
、
松
戸
東
警
察
署

生
活

安
全
課
音
4
9・
0
1
1
0

番

下

矢

切

、
栗

山
、
六

実

一
丁

目
～

四

丁

目

の

一

部

補
助

の

条

件
・
・・
専
用

住

宅

、

共

同

住
宅

、

店

舗

併
用

住

宅

（

た
だ

し

住
居

部

分

が
二

分

の

一

以

占

な
ど
に

、
五

～
五

十
人
槽

の

合

併
処

理

浄
化

槽

（

処

理

能
力

に

条

件

あ

り

）
を

設

置

す

る
こ

と

な

ど

※
く

み

取

り

式
ト

イ

レ

や

既

設
の

浄
化

槽

を

合

併

処
理

浄

化

槽
に

変
更

す

る

場

合

も
補

助

が

受
け

浄ｲ匕櫪の大きさ 補助金の限度額

５人槽

６人槽

７人槽

８人槽

９人槽

10人檣

11～20人檣

21～30人槽

31～50人槽

600,000円

700,000円

800,000円

900,000円

1,000,000円

1,100,000円

1,854,000円

3,296,000円

4,326,000円

119番通報のかけ

方

災
害
に
備
え
て
日
頃
の
火
の
用
心

１。火事か救急か

２．場所＝_ 町＿丁目＿番＿号

３．氏名＝　　　　　　　 です。

４．火事＝何が燃えているのか

救急＝どういう状態なのか

５．目標＝　　　　　の近くです

６．電話番号は　　　　　　 です

ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
高

山
勉
さ
ん
（
根
木

内
）
の
作
品
に
決

ま
り
ま
し
た
。
松

戸
の
Ｍ
を
題
材
に

し
、
き
れ
い

な
水

と
空
を
イ
メ
ー
ジ

し

た
も
の
で

す
。

固
松
戸
市
観
光
協

会
昔
6
6・
7
3
2

7
番

松戸市観光協会



市
立
病
院
は
高
度
な
救
急
医
療
体
制
と
医
療
施
設
を
持
ち
、
住

ま
い
の
近
く
に
あ
る
身
近
な
総
合
病
院
と
し
て
東
葛
北
部
地
区
で

中
心
的
な
役
割
り
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
独
立
し
た
救
急
部
に
救
急
専
門
医
を
配
置
し
て
い
る

第
三
次
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
、
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
大
き

な
特
色
で
す
。
ま
た
、
未
来
を
担
う
医
師
を
養
成
す
る
臨
床
研
修

病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
小
児
医
療
セ
ン

タ
ー
の
な
か
で
、
東
葛
地
区
の
新
生

児
救
急
医
療
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
新
生
児
科
を
紹
介
し
ま
す
。

新
生
児
専
用
救
急
車
で
緊
急
出
動

緊
急
時
に
備
え
て
保
育
器
は
常

に
温
め
て
あ
り
ま
す

職
業
の
範
囲
を
超
え
て
か
わ

い
が
つ

ち
や
い
ま
す
ね

お母さんに代わって

スキンシップ

国保松戸市立病院

*563-2171

ほかの病院からの重症の子どもも受

け入れています

電話で依 頼があると、部屋の中が慌

ただしい雰囲気に包 まれます

医 師の指示のもと、必要な機材を持

って出発

多 い時は一日何件もある緊急出動

新生児科には新生児専用救急車があり、

24時間受け入れ体制は万全です

●診療 受 付 時 間

午前８時30分～11時

救
急
車
が
戻
っ
て

く
る
と
、
ピ
ン
と
張

り
詰
め
た
空
気
の
中

、
医
師
三
人
体
制
で

治
療
が
行

わ
れ
ま
す

命
を
救
う
、
気
迫
と
優
し

さ
が
云

わ
り

●診 療 時 間

月曜～金曜日

午前９時～午後3 時

●救命救急センター

24時間体制

● 診 療 科 目

内科、外科、小児科、

産婦人科、整形外科、

麻酔科、小児外科、皮

膚科、神経内科、循環

器科、眼科、泌尿器科、

耳鼻咽喉科、脳神経外

科、放射線科、理学診

療科、心臓血管外科、

新生児科、消化器科、

形成外科

か
す
か
な
サ
イ
ン
も
見
逃
し
ま
せ
ん

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
医
師
に
伝
え
る
の
が
私
た
ち
の
役
目

●交通　 バス　 松戸駅東口 または北松

戸駅 から 県立松戸高 校

行きバス で､「市立病 院

前」下車

鉄道　 上本郷駅 または北松戸

駅下車徒 歩15分

東松戸病院

異変吝伝えるモニタ ー音 があちこちで鳴り 、１

日中緊張感が続きます･

「泣き方は？ ミ ルクの量は？」体調を気使う 表情は

真険そのも のです登91-5500

昭和25年　 小山浅間台に開院

〔診療科目５科・病床

数25床〕

昭和42年　 現在地( 上本郷) に

移転

〔診療科日９科・病床

数182床〕

昭和58 年　小児医療センター完

成

〔診療科目17抖・病床

数580床となる〕

昭和60 年　 第３次救命救急病院

として指定される
小山にあつたころの市立病院

検
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
一
人
ひ
と
り
状
態
を

見
て
問
題
に
対
す
る
対
策
や
目
標
を
立
て
き
す

「

お
湯
の
温
度
は
ひ
じ
の
内
側

で

測
り
ま
す
」
「

な
る
ほ
ど
」
真

剣
な
表
情
で
う
な
ず

く
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん

そ
の
ほ
か
に
も
抱
き
方
や
、
授

乳
の
指
導
も
行
っ
て

い
ま
す

退
院
し
、
成
長
し

た
子
ど
も
か
ら
の
手

’
　

一
　
　
　
　

紙
や
写
真
は
私
た
ち

留

一
　

の
励
み
で
す

●診療 受 付 時 間

午前８時30分～11時

●診療 時 間

月曜～金曜日

午前９時～午後3 時

● 診 療 科 目

内科、呼吸器科、神経

内科、外科、整形外科、

理学診療科、泌尿器科、

眼科、耳鼻咽喉科、婦

人科、精神科、呼吸器

外科

● 併 設 施 設
りこうぇん

老人保健施設 梨香苑･

在宅介護支援センター

松戸駅西口から市立東
松戸病院行きバスで、

終点下車

北総線東松戸駅から本

●交通　 バス

八幡駅 行き バスで､「市

立東松 戸病院入口」下車

鉄道　 武蔵 野線市川大野駅下

車徒 歩15分

再

生

自

転

車

の

即

売

１１
一
月
2
0
日

側
～
2
2
日

困

、
午

前

９

時

～

午

後
３

時

（
開

場
８

時
3
0

分
）
　
　
会

場

生
き

が

い

福

祉
セ

ン

タ
人

金

ケ

作
二

七

七
－

四

）
　
販

売
台

数

五

十

台

（

売
り

切

れ
次

第

終
了

）
　

価

格
五

千

円

上

万

一

千
円
　

交

通
五

香

駅
東

口

か
ら

新

京

成

バ
ス

示

新

山
」
行

き

ま

た
は

「
柏

陵

高
校

」
行

き
で

、
新

栄

町
入

口
下

車

薦

松

戸

市

シ
ル

バ

ー
人

材
セ

ン

タ

１

≪
8
4
・
ｎａ
１
（
‥ａ
１

番

県
立
現
代
産
業
科
学
館
の
催

し
物

日 時 内　 容 定 員 費 用

11/26(1日)まで

午前9 時～

午後４時30分

特別展

｢ふしぎ体感Xx マジ

カル･サイエンス｣
-

一般　　300 円

高･大学200 円

小･中学生100円

11/11はj
午前10時50分

～正午

産業たんけん隊

(小学生対象)

当日先着

20人
無料

11/25山
午前10時30分

～正午

身近なサイエンス

教室

｢キッチンの科学｣

要予絎

20人

保険料

1匐円

黯
電
話
ま
た
は
フ

″
ク
ス
で

県
立

現
代
産
業
科
学
館
・
1
7
9・
2
0
0

0
番
、
回
7
9・
2
2
2
1

番
へ

会 民

事

介

入

暴

力

対

策

千

葉

大

１１
一
月
1
7日
窗
午
後
１
時
か
ら

会
場
習
志
野
市
文
化

ホ
ー
ル

（
Ｊ

Ｒ

津
田
沼
駅
南
口
）
　

内
容
ス
ラ

イ
ド
と
寸
劇
に
よ
る
構
成
詩
「
ミ

ン

ボ
ー
今
、
人
々
は
立
ち
あ
が
る
」

ほ
か

黯
千
葉
県
弁
護
士
会

四
0
4
3
・
2
2
7
・

8
4
3
1

番

市

立

病

院

・

福

祉

医

療

セ

ン

タ

ー

東

松

戸

病

院

休

診

の

お

知

ら

せ

‥
1
1
1
1
1
1

月
1
0
日

金

の

眼

科

外
来

は

、

齟

と

も

休
診

し

ま

す

。

ぎ

市

立

扼
院

医

事

課
f
1
6
3・
2
1

7
1

番

、

福

祉
医

療

セ

ン

タ

ー
東

襤

尸
病

院

総

務

課
・
ｌ
飢

・
５

５
０

松

戸

市

成

人

式

平

成
８

年
１

月
1
5
囗

（
成
人

の

日

）
　

会

場
森
の

ホ
ー

ル
2
1
　
対

象
昭

和
5
0
年
４

月

２

囗

～
5
1
年
４

月

１
日

生

ま
れ
の

人

で

、

市
内

に

住

民
票

が
あ

る
人
　

午

前

の

部
一

中
、
二

中

、
三

中

、
五

中

、
六

中

、

古
ケ

崎

中

、
新

松
戸

南

中

、

新
松

戸

北

中

、

和
名

ケ
谷

中

、

旭
町

中

の

学
区

の

人
　

午

後
の

部
四

中
、

小

金

中

、

常
盤

平

中
、
栗

ケ

沢
中

、

六

実

中

、
小

金

南

中
、
牧

野
原

中

、

根
木

内

中

、河

原

筱

中

、
金

ケ

作

中

小

金

北

中
の

学
区

の

人

※
対

象

者
に

は
１９
一
月

中

旬
に

、
通

知

を

発

送
し

ま

す
。

罌

早

年
会
館

｀
4
4・
8
5
5
6

番

年

末
調
整
説
明
会

日　時 会　　場

11/27眄 盂

亠

ﾐ2夕

晶

鎌ヶ谷市総合福祉

保健センター

11/28CW 流山市文化会館

11/2904 松戸市民会館

※資料 は午後１時がら 各会場で お

配りし ます。

※自動車での来場はご遠慮ください。

黷
松
戸

税
務
署
法
人
課
税
第
二
部

門
・
1
6
3・－

１
７
１
番

お
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⑤
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①

②
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催
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催　し　 物 期 日

税理士による税の無料相談・

税金クイズ(２階玄関口会場)

11/9M
･10哨

税の書道展・中学生の税の作

文展・酒の展示・たばこ展・

マルサコ一ナー・税のパネル

展（６階会場）
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４
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午後１時30分
から

デモンストレ ーション（リズミ ソヽク力
ンフー・新体操・英語で空手・夕 ソヽプ
ダンスほか）

午後３時～
４時

親子映画 会「テ スト ～みどり のおや ゆ
び」
（事酲こ電話で申し込みをf142 ・ 闘32番）

12(日)
午前10時～

午後３時
もちつき

、模擬店、チヤレンジザ・ゲ

ー∠.､､ミニシアター､フリーマーケット、
バングラデシュの手工芸品販売

11/40)
がら

展示部門 コミック
、花あそび､魔女つこ手編み、

手づくり人形、折り紙､パンフラワー
、

写真（11/1 から）
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青
少
年
会
館｛
1
4
4・
8
5
5
6

番

期　日 会　場 時　　間 形　　態

11/8M0 図書館本館 午後３時～３時30分

おはなし会

９附
みどり号
駐車場

午前10時5a分～
11時30分

9困
八柱市民セ

ンター
午後３畤～４時 キャラバン

10廊
古ヶ崎市民

センター

11出
みどり号
駐車場

※ おはなし会

11山
くぬぎ山児

童センタ ー
午後２時～３時 おはなし会

15吩 小金分館 午後３時～３時4C汾 絵本おはなし会

1肺 図書館本館 午後３時～３時30分 おはなし会

※は午前10時50分 ・午後１時10分 ・２ 時10分 ・３時20分 がら の１

日４回、各4C)分間　 蜈曾３～９ 歳　費 用無料　 でん わお はなし キ

ャラバン豐77 －000()番

匪 市立 図書館H65-5115 番

未
熟
児
や
重
い
疾
患
を
持

っ
て
生
ま
れ
た
新
生
児
を
収

容
す
る
施
設
。
保
育
器
に
血

中
酸
素
濃
度
や
心
音
測
定
、

酸
素
吸
入
、
点
滴
な
ど
が
常

に
で
き
る
設
備
が
あ
り
、
二

十
四

時
間
見
守
る
態
勢
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

青
少
年
会
館

無
料

退
院
が
近
づ
い
た
ら
…
…
…
沐
浴
指
導

新生児科は乳児の死亡率ゼロを目指して解説さ

れました。早産などによって生まれた低体重児、

疾患を持って生まれたり、出生後2・3日して具

合が思わしくない新生児などが入院しています。

なかでも緊急を要したり、症状が重い子どもは

NICU(新生児集中治療室)に入院します。

1分1秒を争う新生児の医療。医師や看護婦は

24時間体制で治療や看護にあたっています。

看護計画

固･rｉ諢1

今年45周年

市
立
病
院
は
身
近
な
総
合
病
院

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
り
ま
す

第三次旧迷宮センタ

ーは独立した救急部を

持

ち、迅速な救命活動を

行

っています

松戸市立

福祉医療センター

会場 費用
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３
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５
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①
］Ｈ
月
2
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㈹
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2
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窗
③
2
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日

側

④
3
0
日
困
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各

午
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1
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会
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①
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ノ
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④
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収
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９
日
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0
日

収
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1
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日

収
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4
日

㈲
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前
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0
時

～

午

後
４

時
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３

日

と
1
7

日
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午

ま
で

）
　
　
定

員

十
五

人
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中

学
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で
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回
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、
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選
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・
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係

（

容
8
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・

8
1
8
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番

）
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女

性

就
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技

術

講

習

会

1
2月

５

日

～
１

月
2
4
日
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毎
週
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・
水

・

木

・
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曜
日

（
全

二
十

一
回

）
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午

前
９

時
3
0
分

～

午

後
３

時
3
0
分
　

会

場

野
田

市

勤

労

青
少

年
ホ

ー
ム
　

科

目
ワ

ー

プ
ロ

科
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検

定
四

級

程

度

）
　
　
対

象
技

術
や

資

格
を

身

に

付

け
て

、
就

職

を

希
望

す
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初

心

者

の

女

性

（
学

生

は
不

可

）
　

定

員

先

着
二

十

人
　

費
用

無

料

（
テ

キ

ス

ト

代
あ

り

）

惠
‥１１一
月

８

日

圉

・
９

日

困

に

本
人

が
印

鑑

と
（

ガ

キ
を

持

っ
て

、

直

接

勤
労

青

少

年

ホ

ー
ム

へ

閲

野
田

市

商
工

課

容
０

４
７

１

・

2
3・
１

０
（
Ｍ
芦
Ｄ
番

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会
一
１１一
月
1
8
日

出

午

後
１

時
3
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分

～
３

時
3
0
分
　

会
場

青
少

年

会

館

樋

野

口
分

館
　

定

員
先

着
二

十
人

対

象

高

校
生

以

上
の

人

（
三

十

歳

未

満
の

青
少

年
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先

）
　
　
持

ち

物

運

動

着
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上

履
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費
用

無

料

圉

電

話
で

青

少
年

会

館

音
4
4
・
8

5
5
6

番
へ

香

り

の

ク

リ

ス

マ

ス

リ

ー

ス

作
り
教
室
（
ハ
ー
ブ
リ
ー
ス
）

①
1
1
1
1

一
月
1
3
日

㈲

②
1
5
日

困

、

各

午

前
1
0
時
～

正

午
　

会
場

①
女

性

セ

ン

タ

ー

②
市

民

会

館
　

定

員

各

先

着

十

五

人
　

費

用

各

二

千

円

（
材

料

費

含
む

）

固

松

戸
（

Ｉ

プ
を

楽
し

む
会

・

小

林

登
6
3
・
6
5
6
4

番

古

都

保

存

を

考

え

る

講

演

会

一
1
1
1
1

一
月
1
1
1
1

一
日

市

午

後

１

時

か

ら

会

場

千

代

田

区

公

会

堂

（

九

段

下

駅

下

車

）
　
　
内

容

基

調

講

演

千

宗

室

氏

案

道

裏

千

家

家

元

）
、
パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

（

環

境

デ

ザ

イ

ナ

ー
・
漆

原

美

代

子

氏

ほ

か

）

定

員
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九

百

人
　

費

用

無

料

圃

直

接

電

話

で

、

紺

古

都

保

存

財

団

登
0
3
一
5
2
7
5

一

５

０

↑
上
１

番

へ

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ
メ

ン
ト

特

別

講

座

害

１１
月
1
2日
㈲
②
1
9旧
㈲
、
各

午
前
1
0時
～
午
後
２

時
　
会
場
①

馬
橋
東
市
民
セ
ン

タ
ー
②
市
民
会

館
　
内
容

①
冬
の
ア
レ
ン
ジ
②
ク

リ
ス
マ
ス

ー
ド
ラ
イ
　
費
用
①
二

千
円
②
二
千
五
百
円

閲
フ

ロ
土

ブ
ル

ー
ア

ー
ト
花
の
友

の
会
・
阿

部
音
4
9・
0
0
0
8

番

日

本

大

学

公

開

講

座

1
2月
９
日
出
午
後
１
時
～
４

時

会
場
日

本
大
学
松
戸
歯
学
部
　
内

容
自
宅
で
で
き
る
歯
の

管
理
　

費

用
無
料

閔
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
学
生
課

・
小
向
井
登
6
8・
6
1
1
1

内
線

318

番

オ

ス

ト

メ

イ

ト
（

人

工

肛

門

・

人

エ

ぼ

う

こ

う

造

設

者

）

社

会

適

応

訓

練

講

習

会

一
‥１１一
月
1
8
日

出

午

後

１

時

～

４

時

3
0分
　

会

場

二

和

公

民

館

（
船

橋

市

）
　
　

内

容

千

葉

県

が

ん

セ

ン

タ

ー

診

療

部

長

・

藤

田

昌

宏

氏

ほ

か

に

よ

る

講

演

・

補

装

具

相

談

コ

ー

ナ

ー

・

質

疑

応

答
　

対

象

県

内

の

オ

ス

ト

メ

イ

ト

と

そ

の

家

族

、

医

療

関

係

者
　

費

用

無

料

茴

他

日

本

オ

ス

ト

ミ

ー

協

会

千

葉

県

支

部

事

務

局

容

０

４

７

４

・
5
2・

6
4
3
3

番

健康保険証

を忘れずに

市
民
大
学
講
座
「
北
京
世
界

女
性
会
議
と
人
権
」

日　　時 会場 内　　　　　　容 講　　師 定員 費用

11/1500

午
後
２
時
Ｓ
４
時

市
民
劇
場

女性会議で決まったこと、決

まらなかったこと
新聞社生活部

記者

稲葉 千寿 氏
先着

60
人

無

料

30困 女性の人権とメディアの役割

12/ 9 圉
超国籍化と人間権利

(文化を中心に)
二松学舎大学

教授

柳 尚 煕 氏16(士)
少数民と人間権利

(文化を中心に)

惠電話で矢 切公民 館068-1214 番へ

き

も

の

着

付

け

と

帯

結

び

講

座

①
一
1
1
1
1

一
月
1
9
日

～
１

月
2
1
日
の

日

曜

日

②
１１
‥一
月
2
2
日

～
１

月
2
4
日
の

水

曜
日

呉

１１
月
2
5
日

～

１

月
2
7
日

の

土

曜
日
（
各

全

八
回

）
、
各

午

前

1
0時
～

正

午
　

会

場

①
小

金

原

市

民

セ
ン

タ

ー

②
稔

台
市

民

セ

ン

タ

ー

③
馬

橋
市

民

セ
ン

タ

ー
　

費

用

各

七
千

五

百

円

閲

小

金
原

文

化

の

会
・
安

達

一`
4
3・

6
8
9
8

番

◆テレホン案内サービス………S66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜・午前９時～翌日午前９時

,◆夜間急病診療所………………登68-3756 番

衛生会館内・毎日午後８時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所…S65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

見
に
行
こ

う

聴
い
て
み
よ
う

＝
文
化
施
設
だ
よ
り
＝

醴市民会館≪68-1237 番醴市民劇場豐68－0070番醴文化ホールO67-7810 番
昌戸定歴史館

き62―2050H

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

５

㈲

３
日

1
2／
２
圉

2
9團

2
8㈲

2
6日

2
3吩

1
9日

1
8田

1
7圀

1
5團

1
2臼

1
1／
５
日

期
　
日

伊
勢
丹
松
戸
店
今
陽
子
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　

☆

松
戸
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

松
戸
民
謡
協
会
民
謡
民
舞
大
会

平
成
７
年
分
年
末
調
整
説
明
会

葵
舞
踊
ま
つ
り

松
戸
芸
術
舞
踊
協
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆

松
戸
市
文
化
祭
日
本
舞
踊
大
会

松
戸
市
文
化
祭
吟
詠
の
集
い

よ
い
歯
よ
い
顔
二
コ
ニ
コ
キ
ヤ
ラ
バ
ン

古
今
亭
志
ん
朝
　
独
演
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆

松
戸
地
区
高
等
学
校
音
楽
会

松
戸
市
文
化
祭
日
本
古
典
舞
踊
大
会

松
戸
市
文
化
祭
民
謡
民
舞
大
会

内
　
　
　
　
　

容

1
3・
ｍ
Ｊ

1
6・
3
0

1
4・
ｍ
Ｊ

1
0・
ｍ
Ｊ

1
3・
3
0

1
1・
ｍ
Ｊ

1
6・
ｍｗ

1
0・
0
0

９
・
3
0

1
5・
0
0

1
8・
3
0

1
3・
0
0

1
0・
3
0

９
・
3
0

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

1
2／
３
剛

2
9團

1
9日

1
2日

1
1圉

1
0廁

９
附

1
1／
５
日

期
　
日

ピ
ア
ノ
発
表
会

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

松
戸
市
文
化
祭
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
集
い

ピ
ア
ノ
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

障
害
者
に
よ
る
音
楽
会

骨
髄
バ
ン
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
☆

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

ピ
ア
ノ
演
奏
会

内
　
　
　
　
　
　

容

1
3・
ｍ
Ｊ

悃
・
3
0

1
3・
3
0

1
3・
ｍｗ

1
8ふ
㈹

４

‘
［
ｈ

）

１
　

１

1
8・
3
0

1
8・
3
0

1
1・
ｍ
Ｊ

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
：
牛

前
1
0時
～
午
後
６
時

1
2／
５
㈲
～
1
2／
1
0日

1
1／
2
9團
～
1
2／
３
日

1
1／
2
8㈲
～
1
2／
３
臼

2
1㈲
～
沺一
臼

1
4㈲
～
1
9日

1
1／
７
㈲
～
1
2日

期
　
　
　
　
間

す
ぱ
る
の
会
洋
画
展

松
戸
地
方
特
殊
学
級
合
同
作
品
展

グ
ル
ー
プ
樹
展

松
戸
ク
ロ
ッ
キ
ー
の
会
作
品
展

日
藝
書
道
展

丹
青
会
水
墨
画
展

女
性
洋
画
作
品
展
覧
会

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
ア
イ
リ
ス
写
真
展
「
無
限
題
」

グ
ル
ー
プ
Ｋ
展

内
　
　
　
　
　
　

容

入
館
時
間
：
牛

前
９
時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分
（
月
曜
日
は
休
館
）

入
館
料
：
大
人
六
十
円
・
高
大
学
生
四
十
円
・
小
中
学
生
二
十
円

※
第
二
・
四
土
曜
日
は
、
小
・
中
学
生
は
無
料
で
す
。

1
2／
３
日
ま
で

「
徳
川
昭
武
・
慶
喜
兄

弟
と
写
真
」
展

期
　
　
　
　
間

徳
川
昭
武
と
そ
の
兄
慶
喜
は
、
写
真
を
通
し
て
明
治
と
い

う
時
代
を
悠
々
自
適
に
過
ご
し
た
。
彼
ら
が
残
し
た
膨
大

な
写
真
に
よ
り
、
明
治
と
い
う
時
代
と
華
族
の
生
活
ぶ
り

を
展
覧
す
る
。

内
　
　
　
　
　
　

容

西 東
期
間

山
下
敬
三

水
彩
洋
画
展

文
化
講
座

洋
画
サ
ー
ク
ル

油
絵
展 1

1／
1
6㈲
ま
で

日
本
リ
ア
リ
ズ
ム

写
真
集
団
松
戸
支
部

写
真
展

日
松
会

日
本
画
展

1
7廊
～
3
0内

ァ
ト
リ
エ
こ
た
に

洋
画
展

み
の
り
写
真
会

作
品
展

1
2／
１
廁
～
1
4困

情報チャンネル

救急医療
体制

松戸駅市民

ギャラリー
戸定
歴史館

文化ホール

ギャラリー
市民劇場

市民会館



ふ

れ

あ

い
広

場

］且
月
1
4日
㈹
午
前
1
0時
～
午
後

３
時
　

会
場
松
戸
駅
東
西
連
絡
通

路
　
内

容
高
齢
者
や

障
害
者
に
よ

る
手
作
り
作
品
の
展
示
即
売
・
地

域
活
動
紹
介
等
の
パ
ネ
ル
展
示

固
松
戸
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事

務
局
（
な

が
い
き
課
内
）

松

戸

こ

ど

も

か

る

た

大

会

８

年
１

月
1
3
日

出

午
前
1
0
時
か

ら
　

会
場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
レ

セ

プ

シ

ョ
ン

ホ

ー
ル
　

費
用

三

百
円

画
一
1
1
1
1

一
月
3
0
日

團

ま
で

に

、

所

定
の

申

込

用

紙

（
こ

ど

も
課

に

あ
り

）

を
こ

ど
も

課

へ

茴
こ

ど
も

か

る

た
大

会

世

話
人

・

田

中

昔
6
2
・
2
7
8
5

番

矢

切

オ

リ

エ

ン

テ

ー

リ

ン

グ

大

会１１
‥一
月
2
3
日

賜

〔
雨

天

の

と
き

は

2
5日
出

に

延

期

〕
午

前
９

時
～

午

後
３

時

（
午

前
８

時

か

ら

受
け

付

け

）
　

会

場

矢
切

小

学

校

（
ス

タ

ー
ト

、
ゴ

ー
ル

）
　
　コ

ー
ス

矢

切

地
区

、
里

見
公

園

周

辺
　

費
用

三

百
円

（
軽

食

代
、
保

険
料

を

含
む

）

種

目

親
子

（
親
と

小

学

校
三

年
生

以
下

）
、
低

学

年

示

学

校
三

年
以

下

）
、
高

学
年
（
四
・
五
・
六

年

生
）
、

オ

ー

プ
ン
（
そ
の

他

と

個
人

）
　
定

員

当
日

先

着
七

百

入

寮

グ
ル

ー

プ
に

一

人

は

時
計

を

持

っ
て

き
て

く
だ

さ
い

。

閲

青
少

年

相

談
員

・

渋

谷

音
6
4
・

0
8
3
1

番

と

も

し

び

読

書

会

い
1
1
1
1

月
1
6
日

團

午

前
1
0
時
～
正

午

会

場

女

性
セ

ン

タ

ー
　

内

容

湯

川

秀
樹

著

「

旅
人

」
　

費
用

七

百

円

（
初

回

は

無
料

）

匣

電

話
で

伊
藤

昔
6
2
・
2
0
8
9

番
へ

わ

か

ば

祭

１１
一
月
1
2
日

㈲
午

前
1
0
時
～

午
後

３

時
3
0
分
　

会

場

わ

か

ば

園
々

庭

内

容

も

ち
つ

き

・

ミ

ニ

バ

ザ

ー
・

柏

市

立

南

部

中
学

校

吹

奏

楽

部
の

演

奏

・

矢

切

ば
や

し
ほ

か

醴

松

里

福

祉
会

容
8
4
・
0
1
6
5

番

催

し

物

市

立

博

物

館

館

内

公

開

１９
一
月
３

日

㈲

午

前
1
0
時
3
0
分

と

午

後
１

時
3
0
分

か

ら

各

一

時
間

内

容

収

蔵
庫

・

研

究

室
な

ど

展

示

室

以

外
の

施
設

見

学
　

定

員

各
回

十

五

人

示

学
生

以
上

。
申
込

者

多

数

の

場

合
は

抽

選

）
　
　
費
用

無

料

跟
二
１１
月
2
0
日

㈲

ま
で

に

、

往

復
（

ガ

キ
に

住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号
・

希

望

時

間
を

記

入
し

て

、

〒
2
7
0松

戸

市

千

駄
堀

六

七

一

市
立

博

物

館

館

内
公

開
係

（
昔
8
4
・
8
1
8
1

番

）
へ

松

養

祭

１１
‥一
月
1
8
日

出

・
1
9
日

㈲

、

午

前

９

時
3
0
分

～

午

後
２

時
3
0
分
　

会

場

松
戸

養
護

学

校
　

内

容

劇

発

表

・

模

擬

店

・
作

品

展
示

即

売

ほ

か

醴

県

立
松

戸

養

護

学

校

容
8
8
・
2

1
2
8

番

青

少

年

海

外

派

遣

事

業

①

バ
ス

で

オ

ー
ス

ト

ラ

リ

ア
ニ

千

三

百

劭

の

旅
＝
1
2
月
2
5
日

㈲

か

ら

十

一

泊

十

二

日

②

ニ

ュ

ー

ジ

ー
ラ

ン

ド

野

外
生

活

体

験
＝
1
2

月
2
5
日

囲

か

ら

十
泊

十

一

日
　

対

象
小

学
校

五

年

生
～

高

校

二

年

生

定
員

①
二

十

五
人

②
二

十

人
　

費

用

①
三

十

二
万

円

②
二

十

六
万

円

兩
胃
１１
月
2
1
日

㈹

ま
で

に

所

定
の

申

込

書
で

問

鰍

国

際

青

少

年

研

修

協

会

昔

0
3一

３
３

５

９

・
8
4
2
1

番

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
デ
ィ
ナ
ー
シ

ョ
ー１１
‥一
月
2
7
日

囲

午

後

６

時

開

演

会

場

プ
ラ

ザ

ペ
イ

ア
ン

（
柏

市

）

内

容

雪

村
い

づ

み

の

デ
ィ

ナ

ー
シ

ョ

ー
　

費
用

一

万

八

千
円

（
全

席

指

定

）

※

費
用

の

一
部

は

育

英

資
金

に

な

り

ま
す

。

閲

国

際
ソ

ロ

プ
チ

ミ

ス

ト

千

葉
ユ

ー

カ
リ

事
務

局

登
０

４

７

１
・
6
3・

1
0
1
1

番

「

夜

空

の

ロ

マ

ン

ス

と

夢

工

房
」
2

１

月
1
3
日

出

～
1
4
日

面

二

泊

二
日

）
　
　
会

場

県

立

手
賀

の

丘

少

年

自

然
の

家
　

内

容
月

・
土

星

・

流

星
の

観

察

会

、

ロ
ケ

ッ

ト

作
り

と

打

ち
上

げ

ほ

か
　

定
員

六

十
人

費

用
二

千

七

百

円

程

度

惠
1
2
月
2
1
日

團

ま
で

に

、

電

話
で

県

立

手
賀

の

丘

少

年

自
然

の

家

音

０

４

７

１

・
9
1
・
１

Ｑ
ズ
‥乙
Ｑ
り
番
へ

大

正

琴

発

表

会

‥1
1
1
1

一
月
一
1
1
1
1

一
日

由

午

後

１

時

開

皿

会

場

明

市

民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

｀

料圀

浜

茄

子

会

・

勅

使

河

原

容
4
1

・

7
6
5
6

番

松

戸

シ

テ

ィ

フ

ィ

ル

ー
フ

ァ

ミ

リ

ー

コ

ン

サ

ー
ト

い
1
1
1
1

月
1
9
日

㈲

午
後
２

時
開

演

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ

ー
「
ピ
ア
ノ

協
奏
曲

第
一
番
」
ほ
か
　

費
用
前
売
り
千

円
、
当
日
千
二
百
円

閲
菊
地
音
4
4・
6
7
4
1

番

千

葉

県

農

業

大

学

社

稷

祭

‥1
1
1
1

一
月
1
1
1
1

一
日

市

・
1
2
日

㈲

、

午

前

９

時

～

午

後

４

時
　

会

場

千

葉

県

農

業

大

学

校

（

東

金

市

）
　

内

容

新

鮮

野

菜

と

花

の

販

売

・
模

擬

店

・

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

大

会

言

日

の

み

）
・
お

笑

い

ラ

イ

ブ

（
1
2
曰

の

み

）

な

ど

固

学

園

祭

実

行

委

員

会

容

０

４

７

［｛
．‥ｙ
・
5
2

・

Ｒ
｝１
（
／？
上
番

７

カ

国

語

で

話

そ

う

一
‥１１一
月
1
4
日

㈹

午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後
Ｏ

時
3
0
分

、
午

後
６

時
3
0

分

～

８

時
3
0
分
　

会

場

森
の

ホ

ー

ル
2
1
　
講

師

言
語

交

流

研

究

所
代

表
理

事
・

榊

原
陽

氏
　

内

容
家

族

で

多
国

語

を

話
そ

う
　

費
用

無
料

縦
託

児

あ

り

蠢

ヒ

ッ

ポ
フ

ァ
ミ

リ

ー

ク
ラ

ブ

・

片
山
｛
一一
8
4・
9
2
9
9

番

河

島

英

五
コ

ン

サ

ー
ト

（

阪

神

大

震

災

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

）

1
2月
1
6
日

出
午

後
６

時
開

演

会
場
市
民
会
館
　
費
用
前
売
り
三

千
五
百
円
、
当
日
四

千
円

固
松
戸
西
子
ど
も
劇
場
事
務
局
登

6
1・
１
冖ｏ
Ｏ
ａ
）番

リ

バ

ー

ウ

ォ

ッ

チ

ン

グ

パ

ー

ト
2い

1
1
1

一
月

１１
］日

出

午

前

９

時

～

午

後

３

時
　

会

場

坂

川

流

域
　

内

容

水

環

境

の

調

査
　

対

象

中

学

生

以

上

定

員

先

着

四

十

人

惠
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・

年

齢

・

参

加

人

数
・
電

話

番

号

を

記

入

し

、

〒
2
7
1松

戸

市

西

馬

橋

四

上

一
八

武

本

初

子

（

昔
4
2

・
0
5
7
4

番

）

へ借

地

借

家

の

無

料

相

談

い１１（
月
1
5
日

困

午

後
１

時
～
４

時

会

場

勤

労
会

館
　

費
用

無
料

泱
契

約

書
類

等

の

ご

持

参
を

閲

松

戸

借
地

借

家
人

組
合

・

久

保

田

昔
4
1
・
8
2
7
9

番

ス
ポ
ー
ツ

シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

と

友

だ

ち

に

な

ろ

う

1
2月
９

日

出

、

午

前
の

部

九

仞

時

～
正

午
、

午

後

の

部

＝

１

時

～
３

時
　

会

場

運

動
公

園

体

育

館

内

容

小
さ

い

ラ

ケ
ッ

ト

と

や

わ

ら

か
い

ス

ポ

ン

ジ

ボ

ー
ル

を

使

っ
て

の
テ

ニ

ス

講

習

会
　

対

象

小

学

校

一

～
四

年

生
　

定

員

各
五

十
人

費
用
五
百

円
（
保

険
料
と
お
や
つ

代
）

惠

往

復
（

ガ

キ
に

住
所

・

氏

名

・

学

年

・
午

前

と

午

後
の

別

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
0松

戸

市

小

金

原

二

上

一
〇
－

二

四

飯

島
徳

子
（
登
4
4・

3
2
3
2

番

）
　へ

固

千

葉
県

テ
ニ

ス

協
会

ジ

ュ
ニ

ア

委

員
会

昔

０
４

７

１

・
3
4
・
1
0

2
8

番

（
火

・

木

・
土

曜
日

の

午

前
1
0
時
～

午

後
３

時
の

み

）

保
健
・
衛
生

三

歳

児

健

康

診

査

対

象

平

成
４

年
７

月

生
ま

れ

の

幼
児
　

健

診
日

］１１
月
７

日

・
1
4
日

・
2
1
日

・
2
8
日

の

各

火

曜
日
　

会

場
松

戸

保

健

所

寮
対

象

者
に

は

通
知

を

送
り

ま

し

た

が

、

届
か

な

い

場

合
に

は
（

ガ
キ
に

住
所

・

電

話

番
号

・

幼

児

氏

名

・
幼

児

生

年
月

日

・

保

謾

者

氏

名

・
転

入

年
月

日

を

記

入

し
て

、

〒
2
7
1松

戸

市
小

根

本

七

松

戸

保
健

所

（

昔
6
1
・

２
１

２
１

番

）
　へ

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

一
1
1
1
1

月
1
9
日

㈲
午

前
９

時

～
正

午

会
場

新

松

戸

北
小

学

校

校

庭

圉
当

日

会

場
で

固

体

育

指

導

委
員

・

木
下

昔
4
5
・

3
4
2
9

番

卓

球

教

室

い
1
1
1
1

一
月
1
9
日

㈲

・
2
6
日

収

、

各
午

前
９

時

～
正

午
　

会

場

松
飛

台

第

二

小

学

校

体

育
館
　

費

用

保

険
料

百

円

圃

当

日

会

場
で

醴
体

育

指
導

委

員

・

山

方

昔
8
7
・

9
0
0
9

番

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
2月
1
7
日

～

８

年
２

月
2
5
日

の

毎
週
日

曜
日

と

祝

日

（

年
末

年

始

を

除

く
）
、
Ａ

ク
ラ

ス
＝

午

前
９

時

～
1
0
時
3
0
分

、

Ｂ

ク
ラ

ス

＝

午

前

1
0時
4
5
分
～

午

後
Ｏ

時
1
5
分
　

会

場

栗

ケ

沢
公

園

庭

球

場
　

対

象

市

内

在

住

・

在
勤

の

人
　

費
用

九

千

円

（

保

険
料

含

む

）

圃

１１
一
月
1
5
日

水

ま
で

に

、
往

復
（

ガ

キ
に

住

所
・
氏
名
・
電
話

番

号
・

希
望

ク
ラ

ス
（
第

二

希
望

ま

で

）
を

記

入
し

て

、

〒
2
7
0松
戸

北

局

私

書

箱

匸

一
号
松

戸

市
テ

ニ

ス

協

会

へ

醴

平

木

音
4
8
・
6
7
8
4

番

愛

の

献

血

1
1
1
1

一
月

８

日

圉

午

前
1
0

時

Å

１１（

時

4
5分

と

午

後

１

時

～

４

時
　

会

場

Ｊ

Ｒ

北

小

金

駅

前

閔

健

康

管

理

課

業

務

係

昔
6
6
・
7

4
8
5

番

療

育

相

談

一
‥１１一
月

９

日

團

午

後

１

時

～

１

時

3
0
分

受

け

付

け
　

会

場

松

戸

保

健

こ
　
　
　
　

き
ゅ
う

所
　

対

象

乳

児

の

股

関

節

脱

臼

検

診

未

受

診

者

、

整

形

外

科

学

領

域

の

診

察

・

相

談

を

希

望

す

る

十

八

歳

未

満

の

人

（

予

約

制

）

※

乳

幼

児

は

母

子

手

帳

の

持

参

を

惠

電

話

で

松

戸

保

健

所

保

健

指

導

課

昔
6
1

・
2
1
2
1

番

へ

閲市立博物館≪84-8181 番醴パークセンターO45-8900 番醴森のホール21O84-5050 番

※
月
曜
日
（
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
ご

第
四
金
曜
日
（
整
理
日
）
は
休
館

入
館
時
間
・：
午
前
９
時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分

観
覧
料
：
二

般
　
三
百
円
・
高
大
学
生
　
百
五
十
円
・
小
中
学
生
　
百
円
（
特
別

展
は
別
料
金
）
　
第
二
・
四
土
曜
日
は
、
小
・
中
学
生
は
無
料
で
す
。

特
別
展
記
念
講
演
会
「
馬
具
が
語
る
古
墳
時
代
と
関
東
」

日
時
1
1月
1
9日
蝕
午
後
１
時
3
0分
開
演
　
会
場
博
物
館
講
堂
　
講
師
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
・
杉
山
晋
作
　
定
員
八
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

惠
1
1月
1
0日
廊
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
0
松
戸
市
子
駄
堀
六
七
一
市
立
博
物
館
特
別
展
記
念
講
演
会
係
へ

1
1／
1
2日
午
後
２
時
か
ら

1
2／
３
臼
ま
で

1
1／
3
0附
ま
で

午
後
１
時
1
5分
・
３
時
1
5分

か
ら
三
十
分
間
（
土
・
日
・

祝
日
は
午
前
1
1時
か
ら
も
上

映
）

期
　
　
　
　
　
間

特
別
展
展
示
解
説
会

特
別
展
「
古
墳
時
代
の
飾
り
馬

－

馬
利
用
の
は
じ
ま
り
を
探
る
Ｌ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
「
美
の
回
廊
を
ゆ
く
／
秘
め
ら
れ

た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」（
観
覧
無
料
）

※
1
2／
１
廁
か
ら
は
「
ト
ル
コ
音
楽
の
旅
」
を
上
映

内
　
　
　
　
　

容

入
館

時
間
・：
午
前
９

時
～
午
後
４
時

※
月
曜
日

は
休
館

談相 物し催 皿

期
　
　
　
　
　

間

毎
週
　

午
前
1
0時
～
正
午

水
・
土
・
日
　
午
後
１
時
～
４
時

匣
当
日
パ

ー
ク
セ
ン

タ
ー
入

口
で
（

先
着
二
十

五
人
）
費
用
：
・
無
料

※
雨

天
中
止

2
5出

午
前
1
0時
～
1
1時
3
0分

們
／
1
2臼

午
後
２

時
～
３

時

1
5團
～
2
6目

1
1／
1
2日
ま
で

み
ど

り
の
相
談
員
に
よ
る
花
や
緑
に

関
す
る
相
談

（
電

話
で

も
受
け
付
け
ま
す
）

野
鳥

ウ
ォ
ツ
チ
ン

ブ
「
帰
っ
て
き
た
カ
モ

た
ち
」

講
師
・：
自
然
解
説
員
・
首
藤
美
恵
子
氏

昆
虫

ウ
ォ
ツ
チ
ン

ブ
「
虫
た
ち
の
冬

ご
し

の
準
備
Ｌ

講
師
・：
自
然
解
説
員
・
松
葉
光
豊
氏

「
秋
の

み
の

り
展
」
企
画
展

「
菊
花
展

」
平

松
菊
花
会

内
　
　
　
　
　
　

容

期　日 催し物（ ☆印は有料） 開演時間 問 い 合 わ せ 先

大

ホ

｜

ル

11/8GM 地下鉄8 ・11号線住民決起大会 13 : 00 市交通計画課　　　　066-7312 番

悩日）実践論理講演会 10 : 00 荻田茂子　　　　　　Q68-5261 番

恨日）松戸シティフィルフアミリーコンサート　☆ 14 : 00 菊地誠司　　　　　　Q44-6741 番

23吩 ＢＢＯウェールズ交響楽団演奏会　　　　☆ 14 : 00 松戸市文化振興財団　O84-5050 番

24廁 大江光の音楽・その世界　　　　　　　 ☆ 19 二00 生活塾エル　　O0471 ―66―9252番

26(日)金の鈴バレエスタジオ発表会 17 : 00 長谷川洋子　　　　　S65-9185 番

30困
ハウンド・ドツプコンサート ツフフー

「ROCKME 」　　　　　　　　　　　 ☆
18 二30 松戸市文化振興財団　084 ―5050番

12/ 2 (土)中村美律子コンサート'95　　　　　　　　☆
14 : 00

18 : 00
ＰＧ企画　　　S03-3585  -4571番

３(日)混声合唱団「フォンテ」定期演奏会　　　☆ 14 : 00 福井美智子　　O0471-ｱ3-2126 番

小

ホ

｜

ル

11/12(日)松戸市文化祭松戸市三曲大演奏会 10 二30 市社会教育課　　　　066-7462 番

16困
カルーセル麻紀'95新譜披露

(16 : 00から生オケコーナーあり)　　　 ☆
18 : 30 マイルド 企画　　　　046-0869 番

18(土)松戸市ＰＴＡ音楽祭 13 : 00 岡田知恵子　　　　　O87-0573 番

19(日)演劇「セィムタィム・ネクスト ・イヤー」☆ 17 : 00 松戸市文化振興財団　O84-5050 番

23吩 ピアノ・テクニト ーン発表会 10 : 00
柏ミュージックアカデミー

S52-9824 番

26(日)松戸市民カラオケ大会 10 : 00 滝沢一三　　　　　　 ≪91―0222番
12/ 2 (士)ピフフノ発表会 15 : 00 ひだのピフフノ教室　　S42-8421 番

３(日)ピアノ・エレクト ーン発表会 14 : 00 ミリオン楽器　O0471 -85-0311 番

森のホール
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み
ど
り
の

歳
時
記

松戸神社・古式神幸祭

童謡コンクール作曲の部

曽根紀子さんが優秀賞

松戸神社の古式神幸祭が10月14日に行わ

れ、江戸時代絵巻をほうふつさせる約500 人

の行列が、約６時間半かけて市中を練り歩

きました。

古式神幸祭は７年前に松戸神社に眠って

いた祭具が発見され、昔のあでやかな祭り

を再現しようと願う皆さんの心意気と努力

で、５年前60 年ぶりに復活したものです。

行列は木遣り のとび職を先頭に、若衆に

担がれたみこしや青竜、朱雀（すざく ）、白

虎、玄武の四つの方角を守る四神像、山車

などが登場。

現代では珍しくなった伝統的な様式の祭

りは、沿道に詰め掛けた大勢の見物客の目

を楽しませていました。

今までに100曲以 上作曲したそうです

童 謡 「 赤 と ん ぼ 」 の 作 詞 で 知 ら れ る 三 木

露 風 の 生 誕 地 、 兵 庫 県 龍 野 市 で 開 催 さ れ た

第11 回 三 木 露 風 賞 童 謡 コ ン ク ー ル 作 曲 の 部

（ 応 募 作 品984 曲 ） で 、曽 根 紀 子 さ ん （ 六 高

台 ） が 優 秀 賞 を 受 賞 し ま し た 。

曽 根 さ ん がｲ 乍曲 を 始 め た の は 、 市 の 講 座

に 参 加 し た の が き っ か け 。 以 後 仲 間 の 皆 さ

ん と 作 曲 サ ー ク ル 「 響 の 会 」 を 結 成 し 、

聖 徳 大 学 教 授 佐 藤 亘 弘 氏 の 指 導 の も と 約20

年 間 の 活 動 が 実 を 結 ん だ も の で す 。

作 曲 し た 作 品 「 春 に な っ た ら 」 は 、 新 し

い こ と が 始 ま る 春 を 、 明 る く 弾 ん だ 調 子 で

曲 を 付 け た も の 。「 皆 さ ん に 口 ず さ ん で も ら

え れ ば う れ し い 」と 喜 び を 語 っ て い ま し た 。

･※作曲 サークル「響 の会」では会員を 募集し ています。

問い合 わせ　 菅原092 ―1610 番

街　の　話　題

身近な街の話題をお寄せく ださい。閲広報課

江
戸
時
代
絵
巻
を
ほ
う
ふ
つ

斎藤 理津子心さん

ペット ボト ルを回収する理津子さ ん

扱
い
や
す
さ
か
ら
急
速
に
普
及

し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

。
こ
の
軽
く

て
割
れ
な
い
便
利
な
容
器
も
、
ゴ

ミ
に
な
る
と
厄
介
な
代
物
だ
。

現
在
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
回
収
・
再
生
に

興
味
を
持
ち

、
二
年
間
に

わ
た
り

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
実
行
し
た
の

が
斎
藤
理
津
子
さ
ん
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

に

関
心
を
持
っ
た
の
は
、
中
学
三

年
生
の
と
き
に
見
た
一
冊
の
再
生

フ
ァ
イ
ル

が
き
っ
か
け
だ
っ
た

。

二

度
使
っ
た
も
の
が
、
も
う
一

度
使
え
る
も
の
に
な
る
こ

と
に
不

思
議
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に

所
属
し
て

い

る
斎
藤
さ
ん
は
仲
間
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
大
切
さ
を
話
し
合
い
、
ペ

テ

ィ
ー
・
ペ
ト
ル
と
い
う
グ
ル

ー

プ
を
作
っ
て

、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

分
別
回
収
を
始
め
た
。
と
は

言
う

も
の
の
斎
藤
さ
ん
を
含
め
て
仲
間

の
ほ
と
ん
ど
が
中
学
生
で

、
部
活

動
や
受
験
勉
強
に
忙
し
く
、
ま
た

県
内
各
地
に
散
ら

ば
っ
て
い

る
た

め
に

月
に
一
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
う
だ
け
で

も
大
変
な
こ
と
だ

っ
た
。
三
人
し
か

集
ま
ら
な
か
っ

た
と
き
は
、
投
げ
出
し
て
し

ま
お

う
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ
る
。
そ

ん
な
と
き
は
「
こ
こ
で
や
め
た
ら

き
っ
と
後
悔
す
る
」
と
自
分
を
叱

り
つ
け
た
。

最
後
ま
で
く
じ
け
な
か
っ
た
の

は
、
良
心
的
な
回
収
業

者
に
巡
り

合
え
、

家
族
や

周
り
の
人

た
ち

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
と
強
調
す

る
。「
最
初
は
金
銭
的
な
こ
と
な
ん

て
全
然
考
え
な
く
て

、
回
収
車
に

一
度
来
て

も
ら
う
だ
け
で

も
数
万

円
か
か
る
の
に
、
無
料
に
し
て

も

ら
っ
た
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
五

千
個
も
集
め
な
い
と
採
算
が
合
わ

な
い
の
に
、
実
は
少
し
足
り
な
か

っ
た
り

…

家
族
に
も
車
の

中
が

ゴ
ミ
臭
く
な
る
の
に
何
度
も
千

葉

市
ま
で
運
ん
で

も
ら
っ
た
り
い
ろ

い
ろ
な
面
で

助
け
て
も
ら
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

ど
う
や
ら
責
任
感
と
周
り
の

応

援
や

期
待
な
ど
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
励
み
に
し
た
斎
藤
さ
ん
の
プ
ラ

ス
思
考
が
成
功
に
つ
な
か
っ
た
よ

う
だ
。

き
ら
き
ら
し
た
瞳
、
ハ
キ
ハ
キ

と
し
た
口
調
、
豊
か
な
表
情
を
見

て
い
る
と

、
ど
こ

か
普
通
の
高
校

生
と
は
違
う
と
い
う
印
象
を
与
え

て
く
れ
る
斎
藤
さ
ん
。
普
段
の
生

活
に
つ
い
て
尋
ね
て
み

る
と
意
外

に
も
「
人
の

声
が
聞
こ
え
な
い
と

落
ち
着
か
な
い
の
で

、
ぼ
け
１
つ

と
し
な
が
ら
ラ
ジ
オ
や
音
楽
を
聞

く
の
が
好
き
な
ん
で

す
」
と
、
は

に
か
み

な
が
ら
教
え
て
く
れ
た
。

（
二
十
世
紀
が
丘
在
住
）

再
生
に
不
思
議
さ
を
感
じ
て

ペットボトルのリサイクル活動を進めた

カントウヨメナ

斜
面
林
の
下
の
道
端
な
ど
、

や
や
湿
っ
た
と
こ
ろ
で
見
ら
れ

る
野
菊
の
ひ
と
つ
で
す
。

園
芸
種
の
菊
に
は
な
い
素
朴

さ
で
、
優
し
い
美
し
さ
が
ま
る

で
お
嫁
さ
ん
の
よ
う
だ
と
「
嫁

菜
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
薄

紫
の
花
び
ら
は
、
さ
わ
や
か
な

秋
の
空
気
を
吸
い
込
ん
だ
よ
う

で
す
。
松
戸
が
舞
台
と
な
っ
た

「
野
菊
の
墓
」
の
中
で
、
民
子

さ
ん
が
例
え
ら
れ
た
野
菊
も
、

こ
の
ヨ
メ
ナ
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

花
の
時
期
は
長
く
、
2
1世
紀

の
森
と
広
場
で
は
６
月
末
か
ら

1
1月
ま
で
咲
い
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
衣
装
な
ど
を
ま
と
っ

た

氏
子
た
ち

三木露風賞

ひと
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